
No.17 北海道苫前町（地域力創造アドバイザー事業）

【目的】住民参加型ワークショップの開催や関係人口・交流人口の創出・拡大を通じ、町独自の魅力や価値を向上させて、地域
課題の解決を図る。

【内容】
○次期総合振興計画の策定に関するアドバイザリー
○シティプロモーションの推進に関するアドバイザリー
○地域づくり人材の育成に関するアドバイザリー

【成果（見込み）】
○次期総合振興計画の策定に向けた住民参加型ワークショップを２回開催。

北海道大学の学生・院生３名がファシリテーターとしてワークショップに参加、官学連携の推進、交流人口の創出に繋
がった。
ワークショップの評価・分析を通じ、総合振興計画のＰＤＣＡサイクルにおける住民参画の機会増が予定されている。

○地域の若手生産者・地域おこし協力隊員によるトークセッションを町内２回・町外２回（札幌市・
東京都）の計４回開催。
都市と地方との関係構築が図られ、関係人口・交流人口の創出・拡大に繋がった。

○人財育成を支える持続可能なエコシステムの構築。
若手生産者・地域おこし協力隊の活動が都市部などに効果的に発信され、地域外からの人材
獲得が見込まれる。
地域おこし協力隊員が中心となって、地域プレーヤーや関係事業者の伴走支援を受けながら、
地域商社の設立が予定されている。
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活用分野 地域と関係人口の協働・活動の場づくり、地域づくり人材の育成、多様な関係者間の連携、住民参加

活用期間（頻度） 令和７年度～令和９年度（月２、３回程度）
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